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抗酸菌の同定と薬剤感受性成績（Ⅱ）  

三瓶 憲一，矢崎広久   

Identification and Drug Sensitivity Test of Mycobacteria  

in Chiba Prefecture（Ⅱ）  

KenichiSANBE，Hirohisa YAZAKI  

抗酸菌が分離された50名（結核菌分離30名，非定型抗  

酸菌分離20名）を受診方法別に示したのが表1である。  

表1 受診方法別抗鞍菌分離状況  

（1985～1986年度）一ヽ  

Ⅰ はじめに  

著者らは．主に千葉県内の事業所を対象とした集団検  

診などで分離された抗酸菌について，患者の治療に寄与  

するために，1984年以来，同定及び抗結核剤感受性試験を  

実施しており，1984年虔の成績については既に報告1）した。   

今回は1985～1986年度の分離株について．その成績を  

報告する。  

Ⅱ 材料及び方法  

1．供試菌株  

1985年度及び1986年度に県内のK医療機関において，  

外来並びに事業所を対象にした集団検診で分離された抗  

酸菌56株（50名から）を供試菌株とした。   

2．方法  

1）同定   

結核菌と非定型抗酸菌の鑑別では．前報1）の試験項目  

に耐熱カタラーゼ試験を追加した。非定型抗較菌の鑑別  

は前回と同様，市販の抗酸菌鑑別セット（極東）を使用  

した。   

2）薬剤感受性試験   

前報1）と同様で，SM，PASなど計10種類について検  

討した。   

なお，耐性及び低耐性基準は結核病学会治療専門委員  

会報告2）に準拠した。また感受性試験用培地の精度管理  

を行うため，H37Rv株（国立予防衛生研究所より分与）  

を対照に用いた。  

Ⅲ 結果  

1．受診方法別の患者内訳  

結 核 菌 非定型抗酸菌  

男  女  男  女   
8  1  1  1  

1  0   3   3  
1  0   0   0  

受診者数  

集 団 検 診   11  

住 民 検 診  7  

家 族 検 診   1  

機関からの  21  5 7 6 3  

就  職  等  10  4  3  2  1  
計  50  19 11 12  8   

結核菌陽性者は30名で．このうち12名（40％）は開業  

医からの紹介でK医療機関を受診し，結核菌が検出され  

ている。また事業所での集団検診から9名（30％）の陽  

性者が発見された。この他では就職のための検診で2名  

（6．7％），その他7名であった。   

非定型抗較菌陽性者は20名で，結核菌と同様に開業医  

からの紹介でK医療機関を受診し，菌が分離された受診  

者が9名（45％）と最も多く，次いで住民検診で菌分離  

された者6名（30％）で，その他5名であった。   一■   

2．分離株の同定成績   

分離された抗酸菌の同定成績を表2に示した。   

分離株は56株で，32株が結核菌，24株が非定型抗鞍菌  

であった。   

非定型抗酸菌のうち，最も多く分離されたのはAすッco－  

むαC£er£㍑m（以下M．と略）αUご比mCOm〆eェ〔〟．αUg比m一  

九オ．g花王rαCeJ～比Jαre〕で，24株中18株（75％）であった。   

3．分離株の薬剤感受性  

1）結核菌   

結核菌32株の抗結核剤感受性成績を表3に示した。   

各薬剤に対する耐性率は低く，分離株の多くは感受性  

菌であった。   

臨床面で問題となっている低耐性菌の割合は，VMが  

0％の他は3－28％に低耐性菌が認められた。  
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表2 分離株の同定成績  

（1985～1986年度）  

表4 非定型抗酸菌●1の耐性率及び低耐性率  

（1985～1986年度）  
菌  名  株 数   

凡才．とu占erc昆Josどぶ  32■l  

凡才．占ou～s  

光  

ロ   発 色  

菌   

暗  

Ⅱ   発 色  

菌   

非  
†凡才．αUg比mCOmpJeェ   18■2  

Ⅲ   発 色 菌        －〟一エenOp乙      〃．gαざとr∠   3  

〃．れ071Cんromoge几ごc比mCOmpJeズ  

■〟．／or亡㍑血m   2  

迅 速  

ⅠⅤ    発  

育 菌  

その他の「叩Zdgro∽erS  

計  56   

薬 剤 耐性株数 耐性率矧 低耐性株数低耐性率鮎）  

S M ll   

INH lO   

PAS  16  

45．8  22  91．7  

41．7  21  87，5  

66．7  23  95．8  

K M  9   

C S  4   

T H lO   

E B  8   

V M ll   

RF P  18   

C PM  15  

37．5  21  87．5   

16．7  14  58．3  

41．7  18  75．0   

33．3  15  62．5   

45．8  21  87．5   

75．0  21  87．5   

62．5  21  87．5  

＊1：20名から分離した24株  

さらに低耐性率で見ると，分離株の多くが供試薬別に対  

して90％近い耐性率を示した。   

4．抗結核剤感受性パターンの同定への応用   

抗結核剤感受性パターンを調べることは，非定型抗酸  

菌の菌種同定に役立つことが束村3）により追試され，そ  

の有用性が確認されている。著者らは分離株について同  

様に検討した。供試菌株の10薬剤に対する感受性パター  

ンは表5のとおりであった。表6に束村の成績を示した。  

18株と最も多く分離された〟．αUg比m COm〆eズは束村  

の成績では，はぼ全抗結核剤耐性であったが，著者らの  

成績では18株申すべての薬剤に耐性を示した例はみられ  

なかった。なお，他の非定型抗醸菌3種については菌株  

数が少ないため，結論を得るには至っていない。  

Ⅳ 考案  

わが国の結核症の化学療法の幕開けは，Wachsman  

によりSMが発見され，導入されたことに始まる。続い  

てPAS，INHが発見され一次抗結核剤時代が続いた。  

その後，KM，TH，CS，VM，EB，RFPなどの二次  

抗結核剤の開発が進み，今日に至っている。   

今日，多くの細菌感染症に関して，耐性菌感染症とい  

う新たな問題が生じている。今回の調査成績にも，その  

一端がうかがわれる。すなわち，最近の化学療法で，強  

力な抗結核剤として多用されているRFPにも耐性を示  

す菌株が出現しており，RFPに代る新らしい抗結核剤  

の開発促進が望まれる。   

一方，非定型抗酸菌症で結核病棟に入院している患者  

数は，結核症患者の減少に伴ない相対的に増加の傾向を  

＊：ヒトのいわゆる非定型抗較菌症の病原となり  

うるもの  
＊1：30名からの32株  
＊2：14名からの18株  

表3 結核菌■1の耐性率及び低耐性率  

（19防～1986年度）  

耐性株数 耐性率紺 低耐性株数低耐性率紺  

2  6．3  5  15．6  

INH   2  6．3  5  15．6  

PAS   1  3．1  4  12．5  ■■  
K M  1  3．1  

C S O  O  

T H O  O  

E B O  O  

V M O  O  

RFP   4■2  12．5  

CPM  1  3．1  

∬ 艶∴‖  

1  3．1  

4  12．5  

3  9．4  

0  0  

4  12．5  

9  28．1  

＊1：30名から分離された32株  
＊2：3名から分離された4株  

2）非定型抗酸菌   

非定型抗較菌24株の抗結核剤感受性成績を表4に示し  

た。   

一次抗結核剤であるSM，INH，PASについては，平  

均して約50％の耐性率であった，また，二次抗結核割に  

ついては．RFPに対する耐性率が75％と最も高かった。  
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抗酸菌分離株の抗結核剤感受性パターン  表5   

（1985～1986年度）  

耐 性 菌 株 数  
菌  種  

SM KM INH PAS EB RF P TH CS CPM VM  

1  0  4－3  0   0  1  0  

12  6  15  9   2  13  9  

2  0  1  0   0  0  0  

2  2  2  1  2  2  2  

1  0  0  0   0  0  0  

32●1  2   1  2  

18蠣2   9  5  8  

3  0  2  0  

2  2  2  2  

1  0  0  0  

Aオ．と比むerc比Jos～5  

〟．αU～比m CO7乃〆eズ  

凡才．gαS亡rg  

凡才．ノbr亡比血m  

凡才．gor（Zo花αe  

＊1：31名から分離した32株  
＊2：15名から分離した18株  

＊3：3名から分離した4株  

表6 種々の抗酸菌の抗結核剤耐性（感受性）パターン  

（束村道雄：1986年）  

発 育 し た 菌 株 数  
一ヽ  

菌  種  
株  

SM KM EVM INH PAS EB RF P TH CS   

20  100  100  1   10  5  25  30   40  

〟．払占erc乙⊥Josgs  

凡才．むou∠s  

〃．ゐαれSαSごZ  

〃．mαrg花昆m  

Aオ．ェe710p乙  

〟．5Z比ggαど  

凡才．5CrOル′αCeαm  

凡才．gordo几αe  

〟．αUgαm  

〟．ど花とrαCeJg比gαre  

0  2■  0  0  2◆  0  0  100  0  0  

20  0  0  

20  13  7  

0  0  

2  0  

0
 
0
 
0
 
2
 
7
 
9
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
5
 
5
 
0
 
0
 
 

1
 
2
 
2
 
4
 
2
 
1
 
1
 
 
 
 
1
 
 

2
 
1
 
 

0  0  

20  10  

0
 
0
 
7
 
0
 
0
 
0
 
1
 
0
 
0
 
0
 
0
 
6
 
0
 
0
 
5
 
5
 
0
 
0
 
 

1
 
1
 
 

1
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
4
 
2
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
6
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
1
 
0
 
0
 
 

2
 
3
 
 

10  9  

10  2  

20  18  

20  10  

20  18  

20  20  

40  40  

0
 
0
 
7
 
1
 
0
 
0
 
0
 
2
 
0
 
0
 
4
 
1
 
 

2
 
4
 
 
 
 
1
 
 

0
 
7
 
0
 
（
X
）
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
5
 
0
 
5
 
5
 
0
 
0
 
 

1
 
1
 
 

1
 
 
 
 
2
 
1
 
2
 
2
 
4
 
2
 
1
 
1
 
 
 
 
1
 
 

3
 
0
 
4
 
7
 
2
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
 

1
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
4
 
 

0
 
9
 
0
 
5
 
7
 
0
 
7
 
4
 
9
 
0
0
 
0
 
5
 
0
 
0
 
9
 
0
 
 

1
 
 

1
 
2
 
3
 
 

、
 
 

0
 
9
 
0
 
0
 
2
 
0
 
6
 
2
 
9
 
8
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
 

2
 
3
 
 

Aオ．花OJtCんromoge几ごcum   20   10  

〟．亡errαe  

凡才．と「～uどαge  

凡才．gαS乙rg  

〟．mαgmOe花ぶe  

〟．sごmgαe  

〟．α5どα£∠c乙↓m  

〃．βαUeSCe715  

凡才．とんermoreぶ才5亡£ぁごge  

0
 
0
 
5
 
0
 
5
 
5
 
0
 
0
 
 

1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 
1
 
 

O
 
1
 
3
 
0
 
 

1
 
 

＊「一次耐性菌」と思われる。 凡才．亡㍑むdrcとJJosごぶ100株は，抗結核剤未使用の患者から分離した菌株。  

示しているという4）。前報及び今回の調査で分離された  

菌株の抗結核割に対する耐性率は結核菌のそれと比べて  

非常に高く，治療に用いる薬剤の選択は困難さを増しつ  

つある。中でも〟．αU～αm COmpgeこr感染症は，はとん  

ど全部の抗結核剤に耐性があるため，治癒が困難と言わ  

れる5）。本症は先進国に見られる疾患であり．結核の減  

少に伴って現われる感染症5）であることから，今後我が  

国でも増加が予測される。   

非定型抗酸菌の同定に関しては，結核菌検査指針6）の  

他，斉藤7），奥住8），鷲津9）らにより紹介されており，こ  

れらの方法は発育温度，発育速度など各種生物学的性状  

によるものである。一方．束村は抗酸菌の同定方法の－  

つとして，抗結核剤感受性パターンの同定への応用を検  

討しており，このパターンだけで同定を行うことは無理  

であるが，有用な手段であることを報告している。   

そこで著者らは，今回の分離株について同様に検討し  

た。その結果，束村のパターンと，かなりの相違がみら  

れた。この原因として，束村が使用した抗結核別人りの  

培地は自製品であり，著者らのそれは市販品であること，  

また一部の薬剤濃度が両者で異っていることなどによる  

ことが考えられた。   

今後，培地の条件などを検討し，同パターンの同定へ  

の応用とともに，抗酸菌症，中でも結核症の集団発生時  

の感染源追求手段としての有用性についても検討してゆ  
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きたい。  

Ⅴ まとめ  

同定を依頼された抗鞍菌を供試株とし．同定及び抗結  

核剤に対する感受性を検討した結果，以下の成績を得た。  

1．受診者50名から分離された56株の同定結果は，結   

・核菌32株（30名から），非定型抗酸菌24株（20名から）  

であった。  

2．非定型抗酸菌24株のうち，〟．αUZum comp∠eズ  

が18株（75％）と多く分離された。  

3．抗結核割に対する感受性成績では，結核菌の多く  

が供試薬割に感受性を示したのに対し．非定型抗酸菌は  

一 
た○中でもRFP  

。  
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